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一きらめき大洲21-

二十世紀の大洲
今も古い町並みや白壁の土蔵が残り、明治・大正の古きよき時代の面影を

残す「大洲J。激動の時代といわれた二十世紀ですが、ゆったりとした
時の流れを感じさせるこのまちには、そんな時代をやさしく包み込むような、

しっとりとしたたたすまいが感じうれます。

(写真。おはなはん花嫁道中)
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4‘今世紀最後の市民運動会/体育指導委員さんの先導で入場行進

優
勝
肱
三
善
地
区

平
地
区
が
準
優
勝

昨
年
優
勝
柳
沢
地
区
は
三
位

雨
の
た
め
順
延
と
な
っ
た
平
成
十
二
年
度
市
民
運
動
会
が
十
月

十
五
日
目
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

三
善
地
区
が
二
度
目
の
優
勝
を
飾
り
、

昨
年
十
一
位
か

5
七
位

に
躍
進
し
た
肱
北
地
区
が
努
力
賞
、
す
ば
ら
し
い
応
援
を
披
露
し

た
久
米
、
平
野
、
菅
田
地
区
が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

左ヨ拘

2 

企うまく後ろへ送れるか ?/

企もうあとチヨッ トだヨ /
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広報ああず 2000 12月号

大洲市

12月29日

か5

供用)開始

喧EE『

#"‘. 

周
辺
環
境
に
調
和
し
た

品
位
あ
る
近
代
的
施
設
ヘ

人
生
終
駕
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
品
位
と
近
代
感
覚
を
兼

ね
備
え
た
施
設
と
し
て
、
現
在
の
大
洲
火
葬
場
(
西
大
洲
)

の
南
側
奥
に
大
洲
市
斎
場
が
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

企完成をめざし工事ガ進む大洲市斎場(10月30日撮影)

半
世
紀
を
経
過
し
た
火
葬
場

大
洲
市
に
は
昭
和
十
六
年
に
建
設

さ
れ
た
大
洲
火
葬
場
(
二
炉
)
と
昭

和
十
二
年
に
建
設
さ
れ
た
八
多
喜
火

葬
場
(
一
炉
)
が
あ
り
、
現
在
ま
で

使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
斎
場
は
、
大
洲
火
葬
場

(
西
大
洲
)
南
側
奥
の
標
高
約
七
十

メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
平
成
十

一
年
十

一
月
か
ら
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

敷
地
面
積
は
約
六
千
九
百
平
方
メ
ー

ト
ル
で
今
ま
で
の
三
・
五
倍
、
総
事

業
費
は
約
十
四
億
円
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
で
、
落
ち
着

き
の
あ
る
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

機
能
や
快
適
性
が
大
幅
に
向
上

将
来
、
火
葬
件
数
が
増
加
し
た
場

合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
四
基
の
大

型
火
葬
炉
な
ど
最
新
設
備
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
一
日
八
件
の
受
付
が
可
能

で
収
骨
ま
で
の
時
間
は
約
一
時
間
三

十
分
と
今
ま
で
よ
り
大
幅
に
短
縮
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
施
設
の

広
さ
、
収
容
能
力
な
ど
の
機
能
や
快

適
性
も
大
幅
に
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
も

配
慮
し
て
、
利
用
者
に
や
す
ら
ぎ
を

与
え
る
庭
園
・
緑
地
の
ほ
か
駐
車
場

を
完
備
し
た
近
代
的
な
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

施
設
概
要

{
炉
設
備
}
大
型
火
葬
炉
(
四
基
)

【
火
葬
棟
】
告
別
ホ
l
ル、

告
別
室
、

収
骨
ホ
l
ル
、
収
骨
室
、
霊
安
室
、

受
付
な
ど

【
待
合
棟
}
和
室
二
十
畳
(
二
室
)

洋
間
待
合
室
(
二
室
)

{
駐
車
場
】
五
十
九
台

【
問
い
合
わ
せ
先
}

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

E
@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)

石
油
ス
ト
1.フの

緯
油
は

火
を
消
し
て
か
S

4 

便

利

で

す

/

自
動
車
税
・
個
人
事
業
税
の

納
税
は
口
座
振
替
で

愛
媛
県
で
は
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
自
動
車
税
と
個
人
事
業
税
(
一
期
・

二
期
分
)
に
つ
い
て
、
電
話
料
金
や

電
気
料
金
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
口
座

振
替
に
よ
る
納
税
制
度
を
実
施
す
る

た
め
、
平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
か

ら
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
と
納
期

限
が
く
る
た
び
に
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機

関
に
出
か
け
な
く
て
も
、
あ
な
た
の

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
大
変
便
利
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

金
融
機
関
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る

口
座
振
替
納
付
届
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

{
問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
地
方
局
税
務
管
理
課

宮

0
8
9
4
⑫
4
1
1
1一曲

内
骨

品開~[~!;;~-



12月号広報ああず 2000

年末は窓口ガ混雑します

年末・年始

ご用件はお早めに/
H6おおず }

市
役
所
の
窓
口
業
務

市

役

所

本

庁

官

@
2
1
1
1

連
絡
所
・
各
施
設
な
ど

ロ
月

m日
幽
}

~

}
休
み
ま
す

1
月
3
日
同

}

印
鑑
証
明
書
の
発
行

ロ
月
羽
目
幽
の
み
、
市
民
課
で

8

時
加
分
か
ら
日
時
加
分
ま
で
行
い
ま

す。出
生

・
死
亡
等
の
届
け
出

閉
庁
期
間
中
の
出
生
・
死
亡
等
の

届
け
出
は
、
本
庁
の
宿
日
直
者
が
受

付
を
行
い
ま
す
。

急
用
の
場
合

宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
用
件
の
内
容
に
よ
っ

て
宿
日
直
者
が
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

病

院

市

立

大

洲

病

院

告

@
2
1
5
1

ロ
月
却
日
幽
)

~

}
休
診
し
ま
す

1
月

3
日
附

}

た
だ
し
、

1
月
1
日
間
・

2
日

ω

は
救
急
患
者
の
み
診
療
し
ま
す
。

図

文

化

施

設

書

館

告

⑪

4
4
1
9

ロ
月
お
日
同
一

~

~
休
み
ま
す

1
月
5
日
幽
}

物

館

告

@
4
1
0
7

U
月

m
日
幽
)

~

}
休
み
ま
す

1
月

5
日
幽
}

博

A
V
も
や
す
ご
み

ロ
月
初
日
出
ま
で
収
集
し
ま
す

ロ
月
紅
白
回
一

~

~
休
み
ま
す

1
月
3
自
体

}

1
月
4
日
同
か
ら
収
集
し
ま
す

A
V
も
や
さ
な
い
ご
み
/
有
害
ご
み
/

資
源
ご
み
(
缶
・
ビ
ン
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル

・
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
)
/

資
源
ご
み
(
古
紙
類
)

ロ
月
mu
日
幽
}

~

}
休
み
ま
す

1
月
3
日
同
}

※
通
常
の
古
紙
収
集
予
定
日
が

1
月

1
日
i
3
日
に
あ
て
は
ま
る
地
区

は
、
ロ
月
中
に
2
回
収
集
し
ま
す

の
で
、
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

休
み
の
聞
は
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
/ 戸

-
し
原
の
く
み
取
り

ロ
月

m
日
幽
}

~

}
休
み
ま
す

1
月
3
日
同

}

年
末
の
申
し
込
み

※
年
末
は
と
て
も
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
は
、
立
月
刊
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。
ロ
月
日
日
を

過
ぎ
る
と
、
年
内
に
く
み
取
り
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

{
申
し
込
み
先
}

大
洲
市
汲
取
り
受
付
セ
ン
タ
ー

宮

@
1
0
1
0

覇
軍
制
審

Z

A

マ
も
や
す
ご
み

環
境
セ
ン
タ
ー
(
ご
み
焼
却
場
)

合

@
1
6
1
5

U
月
初
目
的
ま
で
平
常
ど
お
り

(
8
時
加
分
か
ら
日
時
ま
で
)

ロ
月
紅
白
川
向
}

~

}
休
み
ま
す

1
月
3
日
同
}

A
V
埋
立
ご
み

不

燃

物

埋

立

地

合
@
7
0
5
3

1
月
1
日
開
}

~

}

休

み

ま

す

1
月
3
日
体
」

加
入
し
ま
し
ょ
う
f

ι民「
r
i
金

E
金

国
イ
」
年
エ
基
イ
仁

も
う
ひ
と
つ
の
年
金
制
度

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
皆
さ
ん
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
老
齢

厚
生
年
金
等
と
同
様
に
、
老
齢
基
礎

年
金
に
上
積
み
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る

老
後
に
備
え
る
も
う
ひ
と
つ
の
年
金

制
度
で
す
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
の

は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
現
在
納

め
て
い
る
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
の
人
で
す
が
、
農
業
者
年
金
基
金

に
加
入
す
べ
き
人
は
除
か
れ
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
基
金
は
、
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
か
、
住
居
を
県
外
に

移
す
と
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
度
加
入
す
る
と
加
入
者
の

任
意
の
申
し
出
に
よ
る
脱
退
は
で
き

ま
せ
ん
。

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

具
体
的
な
給
付
額
、
毎
月
の
掛
け

金
は
、
加
入
型
や
加
入
口
数
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
択
が
可

能
で
、
掛
け
金
は
毎
月
指
定
の
金
融

機
関
の
口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
掛
け
金
は
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税

や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
、
給
付
の
際

に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
様
に
公

的
年
金
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

愛
媛
県
国
民
年
金
基
金

宮

0
8
9
9
2
1
1
2
1
8
2
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国土法と都市計画法
についてのお知らせ
撲守

都
市
計
画
区
域
内
で
土
地
造
成
な

ど
の
開
発
行
為
を
す
る
場
合
は
、
都

市
計
画
法
に
よ
り
、
知
事
(
松
山
市
、

今
治
市
、
新
居
浜
市
に
あ
る
土
地
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
)
の
許

可
が
事
前
に
必
要
で
す
。

許
可
が
必
要
な
行
為

・
市
街
化
区
域
内
に
お
け
る
千
平
方

M

川
以
上
の
開
発
行
為

(
大
洲
市
は
該
当
な
し
)

・
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
農

業
・
林
業
・
漁
業
者
の
住
宅
及
び

こ
れ
ら
を
営
む
た
め
の
建
造
物
な

ど
以
外
で
、

一
定
用
途
の
目
的
に

供
す
る
開
発
行
為

(
大
洲
市
は
該
当
な
し
)

-
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で
、

三
千
平
方
M

川
以
上
の
開
発
行
為

開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
と
し
て
行
う
土
地

の
区
画
形
質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土

地
造
成
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
都
市

計
画
区
域
内
で
行
う
建
築
物
や
工
作

物
の
建
築
及
び
開
発
行
為
を
す
る
場

合
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
地
方

局
建
設
部
、
土
木
事
務
所
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を

問
わ
ず
、
三
千
平
方
M
川
を
超
え
る
開

発
行
為
(
東
大
洲
の

一
部
は

0
平
方

いれ
以
上
)
は
、
そ
の
面
積
に
応
じ
、

県
ま
た
は
大
洲
市
へ
の
事
前
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
。

大
洲
土
木
事
務
所

宮

@
5
1
2
1

大
洲
市
役
所
企
画
調
整
課

線
線
灘
綿
織
級
機
織
機

平
成
十
二
年
三
月
に
、
国
土
庁
か

ら
、
平
成
十
二
年
の
地
価
公
示
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都

市
計
画
区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的

な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
(
標

準
地
)
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
価

格
を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際

の
目
安
に
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動

産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合

や
固
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
な
ど
が

公
共
用
地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準

と
な
り
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買

の
際
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

調
べ
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
地
の
価
格
や
、
標
準
地
が
接

す
る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
周
辺
の

土
地
利
用
状
況
な
ど
を
細
か
く
記
載

し
た
地
価
公
示
に
関
す
る
書
類
は
大

洲
市
役
所
企
画
調
整
課
に
あ
り
ま
す
。

県
内
の
も
の
は
全
て
表
示
さ
れ
て
お

り
、
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
企
画
調

整
課
ま
で
。

土
地
取
引
を
行
う
場
合
に
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
必
ず
契
約
後
二
週
間
以
内

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
届
け
出
の
必
要
な
土
地
】

監
視
区
域

知
事
が
期
聞
を
決
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
で
は
該
当
な
し
)

そ
の
他
の
区
域

a
市
街
化
区
域

二
千
平
方
り
川
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
は
該
当
な
し
)

b

a
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
M
川
以
上
の
土
地

C

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
M

川
以
上
の
土
地

届
け
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
企
画
調

整
課
ま
で
。

犬
は
必
す
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

O
岐
傷
事
件
の
多
く
は
、
飼
い
犬
に

よ
る
も
の
で
、
飼
い
主
の
無
責
任

な
放
し
飼
い
が
原
因
で
寸
。

O
運
動
さ
せ
る
と
き
も
犬
を
放
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

O
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を
増

や
す
も
と
に
な
り
、
人
に
危
害
を

加
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
家
族

の
一
員
と
し
て
愛
情
と
責
任
を
持

ち
、
終
生
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

O
飼
い
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

は
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
か
、
犬

の
里
親
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
え
な
い
場
合
は
、
市
役
所

保
険
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

引
き
取
り
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

周
囲
や
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

O
根
気
と
愛
情
を
も
っ
て
、
正
し
い

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

O
散
歩
の
と
き
の
、
フ
ン
の
後
始
末

は
飼
い
主
の
責
任
。
環
境
美
化
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

O

不
幸
な
小
犬
を
産
ま
さ
な
い
よ
う

飼
い
主
の
責
任
で
不
妊
去
勢
手
術

(
市
補
助
制
度
あ
り
)
を
受
け
る

6 

な
ど
繁
殖
制
限
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
(
鑑
札
)
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
必
す
受
け
ま
し
ょ
う

O
生
後
九
十
日
を
超
え
た
小
犬
は
、

登
録
(
一
回
限
り
)
と
毎
年
一
回

の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
受
け
て
い

な
い
場
合
は
指
定
獣
医
師
の
診
療

所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

{
指
定
獣
医
師
】

・
久
保
田
動
物
病
院
(
新
谷
)

宮

@
3
2
2
3

・
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
村
)

宮

@
4
2
7
6

・
西
大
洲
動
物
病
院
(
西
大
洲
)

宮

@
3
3
0
3

※
登
録
し
た
犬
の
所
在
地
・
所
有
者

変
更
、
死
亡
の
際
は
、
市
役
所
保

険
環
境
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
犬
の
里
親
制
度
〉
登
録
料
無
料

こ
の
制
度
は
、
犬
を
譲
り
た
い
人

と
犬
を
飼
い
た
い
人
の
双
方
が
登
録

し
て
、
お
互
い
の
仲
立
ち
を
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
捨
て
犬
を
捕
獲
し

た
場
合
も
飼
い
た
い
人
の
条
件
に
沿
っ

て
連
絡
し
ま
す
。

{
登
録
・
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
6
)
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1
月
8
日
開
催

属

人

甚

大
洲
市
で
は
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福
す

る
た
め
、
記
念
の
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

大
洲
市
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、十
二
月
初
旬
に
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
就
職
・
進
学
な
ど
で
転
出
し
て
い
て
参
加
を
希
望
す

る
人
は
、
教
育
委
員
会
ま
た
は
最
寄
り
の
公
民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
ヘ

成
人
式
の
ご
案
内

【
日
時
}

平
成
十
三
年
一
月
八
日
制

成
人
の
日
午
後
一
時
か
ら

{
場
所
}

大

洲

市

民

会

館大
ホ

l
ル

【
参
加
対
象
者
}

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
大
洲
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
、

ま
た
は
転
出
者
の
う
ち
大
洲
市
に
家

族
が
在
住
し
て
お
り
、
参
加
を
希
望

す
る
人

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
体
育
課

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
5
5
2
)

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
受
賞

十
月
十
八
日
「
統
計
の
日
」
に
松

山
市
宮
田
町
の
勤
労
会
館
で
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、
長
年
、
統
計
情
報
提

供
に
協
力
し
て
き
た
四
十
五
人
に
農

林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。大
洲
市
で
は
、
農
業
経
営
統
計
調

査
農
家
と
し
て
、
農
林
水
産
統
計
の

発
展
に
貢
献
し
た
中
居
恒
夫
さ
ん

(
東
大
洲
)
が
永
年
協
力
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

企受賞された中居恒夫さん

平
成
十
三
年
度
の
大
洲
市
立
幼
稚
久
米
及
び
平
野
幼
稚
園

園
の
園
児
を
次

の

と

お

り

募

集

し

ま

四

歳

児

三
十
五
人

す
。

五
歳
児

三
十
五
人

{

入

国

の

資

格

}

※

五

歳

児

の

募

集

人

員

は

現

在

の

在

①
大
洲
市
内
に

住

ん

で

い

る

人

園

児

を

含

ん

だ

人

数

で

す

。

②
満
四
歳
児

(

平

成

八

年

四

月

二

日

{
入
園
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
}

j
平
成
九
年
四
月

一
日
生
ま
れ
)
入
園
願
書
を
平
成
十
二
年
十
二
月

及
び
満
五
歳
児
(
平
成
七
年
四
月
十
二
日

ωか
ら
十
二
月
二
十
二
日
樹

一一
日
1
平
成
八
年
四
月
一

日
生
ま

ま
で
の
聞
に
希
望
す
る
幼
稚
園
に
提

れ

)

出

し

て

く

だ

さ

い

。
入
園
願
書
は
、

{

募

集

人

員

}

各

幼

稚

園

に

あ

り

ま

す

。

大
洲
幼
稚

園

大

洲

幼

稚

園

宮

@
3
5
6
5

喜
多

幼

稚

園

宮

@
2
2
6
6

久

米

幼

稚

園

宮

@
2
7
9
6

平

野

幼

稚

園

宮

@
2
8
8
9

市立幼稚

12/12-12/22 

喜
多
幼
稚
園

四
歳
児

三
十
五
人

五
歳
児
七
十
人

四
歳
児
七
十
人

五
歳
児
百
五
人

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

「
人
権
の
世
紀
」

r、、

大
洲
市
同
和
教
育
講
師
団
の
一
行

す
く
も

が
、
高
知
県
宿
毛
市
ま
で
研
修
に
出

か
け
た
の
は
、
ま
だ
暑
さ
の
残
る
秋

の
は
じ
め
の
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
か
ら
二
十
八
年
前
に

結
婚
差
別
を
受
け
て
自
殺
し
た
青
年

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

り
ん
ほ
か
ん
ち
ょ
う

当
時
の
隣
保
館
長
さ
ん
か
ら
、
そ

の
時
の
経
緯
を
く
わ
し
く
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
青
年
は
、
あ

る
女
性
と
深
く
愛
し
合
う
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
女
性
の
親
が
不
当
な
差

別
で
結
婚
に
反
対
し
、

二
人
の
仲
を

引
き
裂
き
ま
す
。
青
年
は
絶
望
の
末
、

自
ら
命
を
絶
っ
た
の
で
す
。

元
館
長
さ
ん
は
、
最
後
に
こ
う
結

ば
れ
ま
し
た
。
「
あ
の
事
件
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
教
育
方
針
を

変
え
ま
し
た
。
た
だ
勉
強
の
で
き
る

良
い
子
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
差

別
に
負
け
な
い
、
差
別
を
許
さ
な
い

強
い
人
間
に
育
て
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

私
た
ち
が
訪
れ
た
と
き
、
降
り
始

ほ
ひ
ょ
‘つ

め
た
小
雨
が
青
年
の
墓
標
を
静
か
に

濡
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

ひ

ふ

ん

い

の

ち

「
差
別
へ
の
悲
憤
に
自
ら
生
命
を
絶
っ

た
若
者
こ
こ
に
眠
る
。
死
の
果
て
に

や
す
ら
ぎ
は
な
い
。
生
の
闘
い
の
彼

方
に
こ
そ
部
落
の
解
放
が
あ
り
自
由

か
い
こ
ん

が
あ
る
。
若
人
よ
、
ふ
た
た
び
悔
恨

No.266 

人
権
と
同
和
教
育

ざ

せ

っ

た

と
挫
折
の
道
を
歩
む
な
。
起
っ
て
、

人
の
世
の
熱
と
光
を
求
め
よ
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

部
落
差
別
は
、
「
い
の
ち
を
大
切

に
し
、
い
の
ち
を
輝
か
す
」
と
い
う
、

人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
願
い
を
踏

み
に
じ
る
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

大
洲
市
で
本
格
的
に
同
和
教
育
が
始

ま
っ
た
の
は
、
こ
の
事
件
が
あ
っ
た

頃
か
ら
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
『
二
十
一
世
紀
に
差

別
を
持
ち
越
さ
な
い
』
を
合
言
葉
に
、

大
洲
市
民
の
す
べ
て
が
取
り
組
む
同

和
教
育
の
展
開
を
め
ざ
し
て
、
実
践

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
は
め
ざ
ま
し
く
、
同
和
問
題
の
解

決
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
の
同
和
教
育

は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
へ

と
広
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
ま
す
。

二
十
世
紀
も
、
こ
の
十
二
月
で
幕

を
閉
じ
ま
す
。
今
世
紀
を
振
り
返
り
、

今
ま
で
の
同
和
教
育
の
成
果
を
土
台

と
し
て
、

二
十

一
世
紀
が
文
字
通
り

「
人
権
の
世
紀
」
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

7 
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復元木洲城

大洲市は、 市の新しいシンボルとして、 市制施行50周年を迎える平成16年
(2凹4)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係 H 24-2111内線222

大
洲
城
天
守
閣
の
高
さ
・
面
積
ガ
確
定
し
ま
し
た
/

大
洲
市
で
は
、
木
造
に
よ
る
大
洲

城
天
守
閣
の
復
元
に
向
け
、
実
施
設

計
を
進
め
て
い
ま
す
。
実
施
設
計
で

は
基
本
設
計
段
階
よ
り
も
詳
細
な
資

料
分
析
を
行
い
、
そ
の
分
析
結
果
を

基
に
設
計
に
反
映
す
る
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
十
年
度
か
ら
実
施
し
た
発
掘

調
査
で
は
、
出
土
し
た
礎
石
に
よ
り
、

そ
の
位
置
・
高
さ
関
係
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
雨
落
ち
溝
か
ら
は
、

軒
の
長
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
(
か

わ
ら
版
第
引
号
に
掲
載
)
こ
の
ほ
か

明
治
時
代
に
撮
影
さ
れ
た
古
写
真
か

ら
は
、
そ
の
撮
影
位
置
を
確
定
し
、

現
況
写
真
と
古
写
真
と
を
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
照
合
す
る
こ

と
で
、
天
守
閣
の
規
模
が
正
確
に
分

か
り
ま
し
た
。
(
か
わ
ら
版
第
記
号

に
掲
載
)
ま
た
、
天
守
雛
形
か
ら
は
、

階
段
の
位
置
、
各
階
の
柱
位
置
な
ど

が
分
か
り
ま
し
た
。

(
か
わ
ら
版
第
却
・
む
号
に
掲
載
)

企天守雛形

大

坂

城

名

古

屋

城

熊

本

城

会
津
若
松
城

姫

路

城

広

島

城

福

山

城

松

本

城

松

江

城

岡

山

城

主要な城の高さ

四
三
・

九
O
m
*

一
一
一
一
一
・
O
六

m
*

三
二
・
五
七
m
*

二
一
一
・
五
一
m
*

二
一
一
・
四
九
m
*

二
六
・
七
七
m
*

二
六
・
一
O
m
*

二
五
・

三
二

m
*

二
二
・
四
三
m
*

一
一
一
・
九
九
m
*

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料
分
析

を
総
合
し
た
結
果
、
天
守
閣
の
高
さ

や
面
積
な
ど
が
確
定
し
ま
し
た
。
復

元
さ
れ
る
天
守
閣
は
、
軒
高
十
九

・

一
五
m
(
基
本
設
計
よ
り
十
二
個
増
)
、

ま
た
、
延
床
面
積
は
三
五
九
・
九
八

2
m
(
一
一
・
四
四
ば
増
)
と
な
り
ま

す
。
下
に
掲
瀬
乱
た
北
立
面
図
(
図

1
)
と
天
守
桁
行
断
面
図
(
図

2
)

は
、
こ
れ
ら
の
資
料
分
析
の
結
果
を

反
映
し
た
図
面
で
す
。
桁
行
断
面
図

か
ら
は
、
柱
組
み
や
四
階
ま
で
の
階

段
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

こ
の
大
洲
城
天
守
閣
が
完
成
す
れ

ば
戦
後
に
復
元
さ
れ
た
天
守
閣
で
は

日
本
一
の
高
さ
と
な
り
、
木
造
四
階

の
天
守
閣
は
戦
後
初
め
て
の
も
の
と

な
り
ま
す
。

今
後
は
、
観
覧
客
が
最
上
階
(
四

階
)
ま
で
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
建
物
の
防
災
面
・

構
造
面
で
の
安
全
性
を
確
認
し
、
こ

の
実
施
設
計
を
終
了
し
ま
す
。

大

洲

城

高

知

城

彦

根

城

犬

山

城

和

歌

山

城

白

石

城

掛

川

城

松

山

城

宇

和

島

城

丸

亀

城

(
*
:
・
新
人
物
往
来
社
『
日
本
城
郭
大
事
典
」
よ
り
)

一
九
・
一
五
m

一
八
・
五
九
m
*

一
八
・
二
五
m
*

一
八
・
一
六
m
*

一
七
・
三
四
m
*

一
六
・
七
二
m

一
六
・
四
二
m

一
五
・
九
四
m
*

一
五
・
二
四
m

一
四
・
三
六
m
*

19.15 
m 

19.15 
m 

8 

北立面図 (実施設計)企図 1天守桁行断面図 (実施設計)企図2



⑨収穫祭 豊作に感謝/

6月の田植え体験から4カ月。立派に実った稲穂ガ頭を下げ、収穫の
時期を迎えた東大洲の水田で収穫祭ガ行われました。この日参加した親
子つ、れなと、約70人ガ行った稲刈りでは330kgの収穫があり、餅っき体験
などで楽しいひとときを過ごしました。

写②桝田市長と加戸知事ガ会談

山鳥坂ダム事業ガ与党三党の公共事業見直し勧告の対象に

含まれたことから、加戸知事ガ大洲市役所を訪れ、桝田市長

と加戸知事との会談が行われました。

守主VJ心をこめてお接待

歴史と文化を生かした地域づくりを/大洲商工会議所建設
部会の皆さんガ高速道路開通を記念して、弘法大師ゆかりの
地十夜ケ橋で訪れる人たちに交通安全祈願と心のこもった飲
み物のサービスを行いました。

不
幸

2
5
3
3
2
3
j
2
3
5主
ι
印私的

ιμ3t
o
j
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

@あ 安曇川町を訪ねる旅

中江藤樹先生ゆかりの地 ・安曇川町 (滋賀県)への旅に参
加した47名の皆さん。藤樹書院や中江藤樹記念館などを見学
し、伝統産業の扇子づくりに挑戦するなど、友好都市として
様々な交流を行いました。

「夕暮れは早めのライトで事故防止!J 夕暮れ時の事故
を防ごうと大洲市交通安全母の会、大洲警察署、大洲市によ
る交通安全啓発リレーが行われました。師走になり今年も残
りわずか、皆さん安全運転でよいお年を/

9 
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保健センター合23-0310

いきいき

lA{e 

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

o
u月
5
日

ω
平
成
ロ
年
7
月
生
※

o
u月
ロ
日

ω
平
成
日
年
5
月
生

0
ロ
月
四
日
例
平
成

9
年
日
月
生

受

付

時

間

日

時

1
日
時
加
分

持

参

品

母

子

手

帳

・

ア

ン

ケ

ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

o
u月
4
日

開

平

成

ロ

年

2
月
生

受
付
時
間

9
時
却
八
刀

l
m時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

o
ロ
月
四
日
間

相
談
時
間
四
時
1
ロ
時
、
日
時
1
5
時

持

参

品

健

康

手

帳

大
洲
保
健
所

予
約
制

{エ

イ
ズ
検
査
・
相
談
】

0
第
1
・
3
火

曜

日

日

時

i
U
時

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火

曜

日

日

時

1
日
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第

3
金

曜

日

目

時

1
日
時

【
H
T
L
v
ー
l
抗
体
陽
性
者
相
談
】

o
月
j
金
曜
日

9
時
j

M
時
加
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木

曜

日

日

時

j

u
時

【
思
春
期
保
健
相
談
】

O
第
3
木

曜

日

目

時

1
日
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水

曜

日

日

時

1

日
時

対

象

就

学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

ロ
月
7
日
岡

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j

u
時

平

成

病

院

日

時

却

分

1
日
時
却
分

時イ兄祭日の当番医|

12月3日沢井小児科(中村)

(自)合 24ー 75 3 0 

12月10日亀井小児科(東大洲)

(日) ft24-3757 

米川医院(長浜)

ft52-0165 

松尾産婦人科(中村)

ft24-5803 

池田泌原医院(東大洲)

まま 24-3100

清家産婦人科(東大洲)

ft24-6868 

泉内科医院(東大洲)

ft24-6407 

松元産婦人科(中村)

ft24-3067 

石川内科医院(若宮)

ft24-3306 

4リ11整形外科(三ノ丸)
ft23-5596 

12月17日
(日)

12月23日
出

12月24日
(日)

12月31日
(日)

1月1日
(月)

1月2目

ω 
1月3日
(水)

ロ
月
出
日

ω

松
下
寿
電
子
工
業

四
月
お
日
開

大
洲
保
健
所

大
洲
高
等
学
校
ロ
時
叩
八
刀

1
日
時
叩
分

9
時
叩
分
j

M
時

日
時
j

H
時
加
分

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

気
を
付
け
て
/

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
咳

や
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
が
出
る
な
ど
の

ほ
か
、
制
度
近
い
発
熱
を
伴
い
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
気
管

支
炎
、
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
重
症
に
な

る
と
、
体
力
が
衰
え
て
い
る
人
は
生
命

に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、
乳
幼

児
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
日
頃
の
注
意
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

Y

し
キ
?
し
ょ
、
っ
。

救急当番病院

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

まま24-4551

月・火曜日

日

木~日曜日

曜水

十
二
月
新
刊
案
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
ピ
ル
ダ

1
2
0
0
1

基
本
操
作
早
わ
か
り
三
保
谷
裕
二
著

印
億
人
が
頭
を
ひ
ね
る
⑧
へ
ン
な
疑
問

大

事

典

雑

学

博

士

協

会

編

す
て
き
な
名
前
の
事
典
秋
月
智
朱
監
修

つ
ま
ら
ぬ
男
と
結
婚
す
る
よ
り
一
流
の

男

の

妾

に

お

な

り

樋

田

慶

子

著

人

間

の

緋

童

門

冬

二
著

夫
と
ふ
た
り
き
り
/
中
村
メ
イ
コ
著

国

会

物

語

中

村

敦

夫

著

在
宅
介
護
こ
れ
な
ら
も
っ
と
ラ
ク
に
な

る

片

山

蘭

子

著

息
子
を
犯
罪
者
に
し
な
い
日
の
方
法

和
田
秀
樹
ほ
か
著

資

産

運

用

は

危

な

い

石

山
嘉
英
著

家
族
を

「
す

る

」

家

藤

原

智

美

著

「
総
合
」
だ
か
ら
で
き
る
「
生
と
性
の

学
習
」

岩
辺
京
子
著

「
県
民
性
」
や
っ
ぱ
り
/
大
事
典

ハ
イ
パ
ー
プ
レ
ス
著

緊
急
発
言
い
の
ち
へ

I

柳
田
邦
男
著

希

望

の

子

家

西

知

加

子

著

「
は
な
ま
る
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
き
れ
い
に

な
る
本

T
B
S
編

産

み

た

い

斎

藤

慶

子

著

美
し
く
な
る
フ
ル
ー
ツ
菓
子
今
回
美
奈
子
著

変
わ
る
飲
食
庖
・
変
わ
る
繁
盛
法

榊

芳

生

著

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
庭
園
紀
行

勝
井
規
和
写
真
・
勝
井
悦
子
文

退
場
が
こ
わ
く
て
野
球
が
で
き
る
か

近
藤
貞
雄
著

山

屋

の

釣

り

物

語

小

山

渓

志

著

お
し
ゃ
べ
り
な
か
ら
だ
た
ち向
井
亜
紀
著

か
ん
べ
ん
し
て
下
さ
い
ヨ
/
峰
竜
太
著

10 

こ
の
時
代
小
説
が
面
白
い
/
扶
桑
社

損
料
屋
喜
八
郎
始
末
控
え

山
本
一
力
著

桜

さ

が

し

柴

田

よ

し

き

著

少
女
M

野
坂
昭
如
著

イ
リ
ュ

l
ジ

ョ

ン

小

川

美

那

子

著

ま

ほ

ろ

ば

の

疾

風

熊

谷

達

也

著

ダ

ブ

ル

フ

ェ

イ

ス

久

間

十

義

著

天

狗

殺

し

高

橋

克

彦

著

ガ
ー
デ
ン
・
ガ
ー
デ
ン
稲
葉
真
弓
著

マ
ス
カ
ッ
ト
・
エ
レ
ジ
ー

山
崎
洋
子
著

日

歳

の

黙

示

録

宗

田

理

著

大

穴

団

鬼

六

著

夫

の

彼

女

藤

堂

志

津

子

著

愛

人

藤

沢

周

著

と

り

あ

え

ず

の

殺

人

赤

川

次

郎

著

無

間

地

獄

新

堂

冬

樹

著

悪

い

噂

玄

月

著

m
y
o
m
a
〈
妙
魔
〉
さ
よ
な
ら
筋
腫

く

ん

ノ

庄

野

真

代

著

叩
歳
は
セ
カ
ン
ド
・
パ
ー
ス
デ
イ

水
野
麻
里
著

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
私
桜
井
美
穂
文

オ

パ

道

神

谷

ち

づ

子

著

お

や

じ

井

群

ょ

う

こ

著

燃

え

る

頬

久

世

光

彦

若

う
ら
や
ま
し
い
死
に
か
た
五
木
寛
之
編

泥
棒
は
図
書
室
で
推
理
す
る

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
著

印
セ
カ
ン
ズ

M
・
C
-
ボ
l
リ
ン
著

魔
道
師
の
虹
上
・
下

S
・
キ
ン
グ
著

十
二
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

読
書
講
座「楽
し
い
読
書
」

講

師

久

保

史

朗

先

生

日
時
ロ
月
初
日
同

9
時
叩
分
j

u
持
叩
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

大
洲
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
大

洲
市
生
活
文
化
女
性
塾
の
共
催
に
よ
り
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

(
講
演
会
)
を
開
催
し
ま
す
。

【
演
題
】
「
妻
が
僕
を
変
え
た
日

ー
男
だ
っ
て
子
育
て
で
き
る
よ

1
」

{
講
師
}
広
岡
{
寸
穂
先
生

(
中
央
大
学
法
学
部
教
授
)

【
日
時
】
平
成
ロ
年
ロ
月
4
日
開

日
時
加
分
j
日
時
叩
分

{
場
所
】
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
聴
講
料
】
無
料
※
聴
講
券
不
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】
社
会
福
祉
課
女
性

係

8
@
2
1
1
1
(内
線

1
8
1
)

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

小
規
模
事
業
者
の
創
業
や
経
営
革
新

な
ど
を
重
点
的
に
支
援
す
る
た
め
、
日

月
1
日
か
ら
「
大
洲
中
小
企
業
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
相
談
時
間
】

月
曜
日
1
金
曜
日

m時
j

u
時

(
祝
祭
日
、
年
末

・
年
始
を
除
く
)

【
場
所
】

大
洲
商
工
会
議
所
l
階

8
@
4
1
1
1
 

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
今
年
も
ロ
月
4
日
か
ら
叩

日
ま
で
の
1
週
間
を
人
権
週
間
と
し
て

各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
大

洲
支
局
(
包
@
4
1
5
5
)
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

再
就
職
希
望
登
録
者
募
集
中
f

「
育
児
、
介
護
の
た
め
退
職
し
、
将

来
も
う

一
度
働
き
た
い
」
と
い
う
、
あ

な
た
を
支
援
し
ま
す
。

【
支
援
内
容
】

・
再
就
職
に
役
立
つ
情
報
誌
「
R
e
-

B
E
(
リ
・
ピ

1
)」
の
送
付

-
再
就
職
の
準
備
な
ど
の
個
別
相
談

.
指
定
の
教
育
訓
練
の
受
講
料
割
引

.
「再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
の
案
内

※
登
録
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

側
幻
世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事
務
所

8
0
8
9
9
2
1
5
6
6
0
 

双
生
児
家
庭
訪
問
事
業

側
全
国
ベ
ビ

l
シ
ツ
タ
l
協
会
で
は
、

3
歳
未
満
の
双
生
児
等
多
胎
児
を
養
育

し
て
い
る
社
会
保
険
適
用
者
が
、
年
-

回
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
の
在
宅

保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

附
全
国
ベ
ビ

1
シ
ツ
タ
l
協
会

8
0
3
1
3
7
9
7
1
5
0
2
0
 

各

種

検

定

試

験

平
成
日
年
2
月
日
日
同

法
務
総
合
相
談
所

・
外
国
人

の
た
め
の
人
権
法
律
相
談
所

【
相
談
内
容
】
人
権
問
題
、

登
記
、
供

託
、
戸
籍
、
国
籍
相
談
、
遺
言
、
外

国
人
の
た
め
の
人
権
法
律
相
談

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

平
成
ロ
年
ロ
月
5
日

ω

日
時
か
ら
日
時
ま
で

{
日
時
】

【
場
所
]

松
山
市
役
所
本
館
日
階
会
議
室

【
相
談
担
当
者
】

人
権
擁
護
委
員
弁
護
士
公
証
人

法
務
局
職
員

英
語
通
訳
者
中
国

語
通
訳
者

【
主
催
}
松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

{
後
援
}

松
山
合
同
公
証
役
場
愛
媛
弁
護
士
会

愛
媛
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会

第

回

回

人

権

週

間

「
考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
権
わ

た
し
の
人
権
|
引
世
紀
へ
つ
な
げ
よ

う
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
|
」

人
権
問
題
の
電
話
相
談

「
人
権
問
題
に
関
す
る
総
合
百
時
間

電
話
相
談
」

{相
談
内
容
】

差
別
問
題
、
児
童
生
徒

の

「
い
じ
め
」

・
体
罰
問
題
、
家
庭
問

題
、
近
隣
関
係
等
人
権
問
題
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

【
日
時
】
平
成
ロ
年
ロ
月
8
日
幽

9
時
j

幻
時

【
電
話
番
号
】

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
通
話
料
無
料
)

ハU
唱

i
n
d
ハU
l
l
ハU
n
d
F
U
l
l
R
υ
R
υ
ハ
U

【
相
談
担
当
者
】

弁
護
士
や
教
育
者
等

多
種
の
経
験
を
持
つ
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

【
主
催
】
松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

珠
算
試
験

一
1
備
3
備
3
庖

0
備
6
附
4
備
8
庖

1
備
7
庖

5
産

7
庖

3
側
6
設
1
所
2
庖

6
社
4
所
0
所
9
備
4
設
0
所

7
設
0
庖

0
所
9
備
3
社
4
側
5

一
日
設
川
設
け
道

U
設
れ
設
引
蹴

M

M

設
川
道
日
興
げ
事
一
日
設
口
主
一
日
工
け
事
付
業
一
日
工

M
工
日

付

住

日

工
口
住
日
道

U
工
U
H九
一
業
い
一
設
口

業一
5
ノ
0

3

4

道
2

5

水
2
商
0
ダ
4

0

2

工
2

3

{

2
鉄
4
工
3

2

0

鉄
4
設
4
道
1

0

道
1
水

4
鉄
4
ノ
0

2

5

工
一
一
原
一
水
一

水

一
建
一
気
一
一
一
水
一
田
一
道
一
建
一
屋
一

i

一
道
一
一
竜
一
鉄
一

j

一
一
水
一
鉄
一
水
一

-

4

一j
一
一
電
一
建
一

三
4
サ

4

4

4

の
4

4

電

5
回

5
ク

5

6

5

水

4

4

4

田
4

K

4

5

5

居

4
南

5
予

5

6

予
5
藤

4
居

4
サ

4

5

5

M
劃
ァ
劃
一
一一劃
藤
劃
い
劃
甲
紅
一

E

E

ォ
劃
田
劃
西

E
U央
劃
予
駅
い
ぶ
ん
福
釦
戸
ん一一
J

t

E

E

南
ん
ん
保
劃
南
劃
佐
劃
土
劃
ァ
劃
戸
劃
浦
劃

出

附

伺

伺

佐

樹

上

倒

滝

岡

西

側

淳

中

伊

閑

岡

城

大

側

神

帰

久

嗣

側

側

側

城

松

水道業者の

緊急漏水当番

12月2日出

12月3日(日)

12月9日出

12月10日(日)

12月17日(日)

12月16日住)

12月23日出

12月29日幽

12月30日仕j

12月24日(日)

12月31日(日)

1月1日(月)

1月2日りd

1月3日(水)

受
付
期
間
ロ
月
日
日
1
1
月
日
日

簿
記
試
験
平
成
日
年
2
月
お
日
間

受
付
期
間

1
月
9
日
j
l
月
羽
目

※
い
ず
れ
も
受
験
料
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
商
工
会
議
所

8
@
4
1
1
ー
ま
で

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
佑
川
レ
オ
個
展

日
月
羽
田
ω
j
U
月
四
日
間

V

「
赤
毛
の
ア
ン
」
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
展

ロ
月
ロ
白
川
w
j
ロ
月
刊
υ
日
間

V
蘭
を
楽
し
む
押
し
花
展

押
し
花
サ
ロ
ン
「
ふ
る
l
る」

赤
煉
瓦
館
教
室

ロ
月
四
日

ω
i
u月
幻
日
幽

V
洋
蘭
展

西
予
愛
蘭
会

ロ
月
お
日
出
j

u
月
白
日
間

V
書
道
展

ロ
月
初
日
ω
1
1
月
8
日
開

展
示
時
間
叩
時
j
げ
時

※
最
終
日
は
同
時
ま
で

【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
}

年
末
年
始
は
、
次
の
と
お
り
休
館
し

ま
す
。
年

末

四

月
刊
凶
日
出
j

u
月
幻
日
間
山

年
始

1
月
1
日
開
j
l
月
3
日
凶

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
包
@
1
2
8
1

《
編
集
後
記
》

新
種
目
シ
ー
ソ
ー
で
ポ
ン
も
登
場
し
、

今
年
も
楽
し
い
市
民
運
動
会
で
し
た
。

選
手
や
応
援
の
皆
さ
ん
、
体
育
指
導
委

員
さ
ん
を
は
じ
め
各
地
区
の
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
こ
の
運
動
会
の
た
め

に
奔
走
さ
れ
た
公
民
館
の
皆
さ
ん
ほ
ん

と
う
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

雨
で
延
期
さ
れ
た
今
年
の
運
動
会
。

ど
の
チ
ー
ム
も
選
手
の
交
代
な
ど
で
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
運
動
会
当
日

は
ど
の
地
区
も
気
合
十
分
、

一
生
懸
命

が
ん
ば
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
(
や
)

11 



12月号 ||広報おおず 2000

内
ヰ目 談 内 王月句宝?司 日 時など 場所など 問い合わせ先

交通事故相談 12月 8 日働/10時~15時 市役所5階会議室 総務財政課交通安全係

(愛媛県) 12月 25日伺)/ 10時~15時 市役所2階会議室 ft24-2111内線323

人 f華 中目 談 12月 15日働/10時~ 15時 ニ善公民館
急ぐときは法務局包24-4155

(法務省) 12月 20日附/10時~ 15時 市役所2階会議室

人権擁護委員による 毎週月-水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支周 ft24-4155 

無 料 キ目 談 所 9 時~16時(休日を除く) 人権相談室
イ』・ヲー 政 中目 談

12月 18日伺1)/ 9 時~12時 市役所2階会議室 急ぐときは ft24-5072C山本)
(総務庁) 包24-4294C辻)

社会保険相談
12月 5 日 6J<)/ 10時~ 16時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

12月 20日 (水)/ 10時~ 16時 ft089 -925 -51 05 

不動産無料相談 12月 15日働/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産 ft24-4452 

定期税務相談 12月 8 日働/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 ft24-3115 

一般相談 毎週月 -水-金曜日 社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日 (総合福祉センター1階)
社会福祉協議会 ft23-0313 

キ目 談 l 介護相談 毎週木曜日

電話相談 10時~12時、 13日寺~16時 (直通)ft23-5629 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所局齢福祉課 ft24-2111 内線 177

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 ft24-6100 

何 で も ヰ目 談 大洲福祉会館 ft25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター ft24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国J.L大洲青年の家 ft24-1414 

案と~‘ 

ιー
談本目

二
十
世
紀
の
大
洲

(
最
終
回
)

属
高
島
起
(
平
成
十
二
年
七
月
)

二
十
世
紀
最
後
の
年
に
松
山
自
動
車
道
伊
予

1
大
洲
間

(引
・8
附
)
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道

(昭
和
四
十
一
年
に
構
想
発
表
)
は
つ
い
に
全
線
開
通
と
な

り
ま
し
た
。
伊
予

1
大
洲
聞
は
平
成
二
年
に
施
行
命
令
が

出
さ
れ
、
平
成
七
年
か
ら
工
事
に
着
手
、
待
ち
に
待
っ
た

高
速
道
路
の
開
通
で
し
た
。

も
う
す
ぐ
や
っ
て
来
る
二
十
一
世
紀
。
高
速
道
路
は
さ

ら
に
南
へ
延
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ふ祝松山自動車Lιふ)開通
本

道

12 

大洲市内の交通事故

10月末現在 昨年同期

件数 248 223 

負傷者 348 302 

死者 3 2 )内は対前月比、

市 民の動き

平成12年10月31日現在

39，250人(+39) 出生 22人 (-23)

18，734人(+7) 死亡 19人(一 7)

20，516人 (+32)

14，477世帯(+ 15) ( 

口

敏男

女

帯

人

|
川
晴
、

固定資産税 3期

納期は12月25日です

今月の納税は
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